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東日本大震災時の情報伝達

文字の拡大・縮小ができない事例



東日本大震災時の情報伝達

読み上げソフトに対応しない事例



東日本大震災時の情報伝達

中途半端に配慮した事例



災害はサーチライト

災害などの非常事態は、普段は見逃していた問
題を照らし出すサーチライト

東日本大震災も、ウェブアクセシビリティの多く
の問題を照らし出した

サイト提供者は、優先順位をつけて順番に問題
を解決するよう努力すべき

これらのウェブサイトを後から直すには手間が
かかる。手戻りの費用がかかるよりも、最初から
ウェブアクセシビリティを満たすべき



不断の努力が必要

みんなの公共サイト運用モデルの改定

A (Action) P (Plan)

D (Do)C (Check)

ホームページの
現状把握と
目標設定

目標を達成する
ための取組み

JIS X 8341-3:2010に
基づく試験

継続的な検証と
改善の取組み

ウェブアクセシビリティ
確保・維持・向上の

PDCAサイクル



英国の行動規範標準 BS8878

制定の三つの動機

法的な理由：2010年平等法や1995年障害者差

別禁止法に基づく損害賠償請求

商業的な理由：障害者1100万人、国家年金受
給年齢以上1200万人

道徳的な理由：障害者や高齢者が自活力を高
め積極的に社会に参加していくために、ウェブが
不可欠な道具



英国の行動規範標準 BS8878

対象はウェブプロダクト

– あらゆるウェブサイト、ウェブサービス

– インターネット経由でウェブブラウザから利用者に提
供されるウェブ／ワークプレイスアプリケーション

– リッチ・インターネット・アプリケーション、ブラウザから
提供されるSaaS⑬／クラウドコンピューティングサー

ビス

– コンピュータや携帯電話、さらには電子書籍機器、タ
ブレット型コンピュータ、セットトップボックス、テレビな
どのインターネットに接続できるデバイスで閲覧でき
るもの



英国の行動規範標準 BS8878

ウェブアクセシビリティの責任

最高経営責任者あるいは最高執行責任者が最
終的な責任を持って進めるべき課題

組織としてのアクセシビリティ指針を作成するべ
きである

BS 8878は、国有企業、民間企業、非営利団体、

政府省庁、地方公共団体、公共機関、学術機関
など、あらゆる形式の組織に適用される



英国の行動規範標準 BS8878

PDCAサイクル

– ウェブプロダクトの目的設定

– 対象利用者のニーズ分析

– ウェブプロダクトが提供しなくてはならない利用者の
目的およびタスク

– ウェブプロダクトが提供を目指すユーザエクスペリエ
ンスのレベル

– アクセシビリティに対する設計アプローチ

– 対応する配信プラットフォーム



英国の行動規範標準 BS8878

PDCAサイクル（続き）

– 対応の対象となるブラウザとオペレーティング・システ
ムおよび支援技術

– ウェブオーサリングツールの調達もしくはウェブ技術
の選択

– 制作プロセスにおけるウェブプロダクトのアクセシビリ
ティ確保

– ウェブプロダクトの運用開始時にアクセシビリティに
関する決定を通知する方法

– 運用開始後のアクセシビリティに対する活動および
維持



ウェブアクセシビリティを求める政策

障がい者制度改革推進本部『基本的な方向に
ついて』で「情報アクセス・コミュニケーション保
障」

総務省のグローバル時代におけるICT政策に関

するタスクフォースで「公的機関ウェブサイトのア
クセシビリティの更なる向上」



海外でも

英国『アクセシビリティ成熟度モデル』の提案

– 組織としてのアクセシビリティ対応を自己評価し、
強みと弱みを明らかにすることで、段階的に前進す
るモデル

米国『リハビリテーション法508条技術基準の

改定』
– 実質的にWCAG2.0への準拠義務化



東日本大震災時の情報伝達

文字の拡大・縮小ができない事例
– 等級AA「テキストを支援技術なしで200%までサイズ

変更できなければならない」

読み上げソフトに対応しない事例
– 等級A「表現を通じて伝達される情報、構造及び関係

性は、プログラムが解釈可能でなければならない」

中途半端に配慮した事例
– 等級A「同期したメディアに含まれているすべての収

録済みの音声コンテンツに対して、キャプションを提
供しなければならない」



教訓と今後の取組み

日常的にウェブアクセシビリティを意識して情報
を受発信するという姿勢を組織内に定着させて
おくことの重要性

– 緊急時に、急にウェブアクセシビリティに対応しようと
しても、不備が生じる可能性は高い

組織的・継続的にウェブアクセシビリティを向上
させていこうとするプロセス標準が必要

JWACとして今後の課題としたい
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